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「

節
一
、
節
二
雨
章
に
於
い
て
詳
論
せ
し
如
く
河
陽
三
城
節
度
使
は
鋲
過
便
よ
り
の
昇
格
、
都
醐
絲
使
へ
の
降
格
‘
鯉
次
の

巡
眺
鍵
史
等
が
あ
り
、
そ
の
沿
革
は
噸
ろ
棋
雑
な
推
移
〃
示
し
て
ゐ
る
が
、
此
の
推
移
の
複
雑
性
は
主
と
し
て
隣
境
諸
鎭
と

の
關
係
に
由
因
せ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
河
陽
鎭
の
研
究
は
此
の
鮎
を
忽
に
し
て
は
完
全
を
期
し
難
い
。
因
っ
て
本
章
で

は
河
陽
の
沿
革
を
隣
境
諸
鋲
と
の
關
係
に
於
い
て
郷
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

河
陽
に
隣
接
せ
る
藩
鎭
は
、
時
に
愛
史
が
あ
っ
た
が
、
東
北
に
魏
博
、
東
南
に
鄭
洲
．
西
南
に
東
都
畿
，
北
に
澤
泌
を
控

令
此
の
阿
鎭
に
取
園
ま
れ
て
ゐ
る
時
代
が
鮫
も
長
か
っ
た
。
從
っ
て
河
陽
が
此
等
の
諸
鎭
と
最
も
密
接
な
る
關
係
を
有
し

て
ゐ
た
こ
と
は
論
を
俟
た
ね
が
、
尚
此
等
の
外
に
此
等
猪
鋲
笹
陥
て
て
そ
の
隣
境
に
位
す
る
藩
鎭
と
も
相
開
閉
係
を
有
し
，

そ
れ
等
諸
鋲
の
動
向
が
河
陽
の
沿
革
に
影
響
を
典
へ
し
場
合
も
あ
っ
た
。

元
来
河
陽
の
鎭
軍
は
安
史
の
賊
の
流
血
を
汲
む
河
朔
三
銀
、
特
に
魏
艸
節
度
便
の
南
下
に
術
へ
、
東
都
洛
陽
を
防
衞
り
る

と
共
に
東
南
漕
蓮
路
の
要
衝
を
確
保
せ
ん
が
爲
に
趣
か
れ
た
も
の
で
あ
る
、
從
っ
て
河
陽
が
特
に
糯
接
な
る
脇
係
を
有
し
た

の
は
魏
博
と
東
南
漕
迩
路
に
活
ふ
近
傍
の
諸
鉱
と
で
あ
っ
た
。
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河
陽
三
城
鎭
逼
使
が
大
歴
十
年
の
頃
よ
り
重
要
観
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
は
己
に
述
べ
し
如
く
で
あ
る
が
、
此
の
河
陽

の
重
要
化
は
主
と
し
て
魏
坤
節
度
使
の
反
唐
的
活
動
に
由
る
も
の
で
あ
る
。
魏
椰
節
度
使
は
代
宗
の
廠
徳
元
年
側
正
月
癸

亥
、
史
朝
義
の
降
將
田
承
耐
を
奮
領
安
堵
し
て
魏
（
治
州
〕
博
・
徳
・
漁
・
源
五
州
都
防
禦
使
に
封
じ
、
次
い
で
六
月
、
節

度
使
に
昇
格
し
た
る
に
創
ま
る
。
承
胴
は
盛
に
軍
披
を
行
ひ
、
猛
訓
練
を
施
し
て
多
数
の
弧
兵
を
擁
し
、
叉
間
園
の
弧
藩
と

結
托
し
て
朝
命
に
拮
抗
し
、
漸
次
潤
立
的
態
勢
を
薬
へ
、
大
雁
八
年
正
月
、
昭
義
軍
節
度
使
藤
櫛
蕊
す
る
や
そ
の
領
土
の
併

合
を
企
て
る
に
至
っ
た
。
擶
も
亦
史
朝
義
の
降
將
で
承
胴
の
都
防
禦
使
任
命
と
同
時
に
奮
領
を
そ
の
ま
ま
相
（
治
州
）
術
・

邪
・
淵
。
磁
・
貝
六
州
の
節
度
使
た
る
こ
と
を
承
認
せ
ら
れ
、
昭
義
軍
の
軍
號
淀
與
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
承
胴
は
右
諸

州
の
併
合
手
段
と
し
て
先
づ
利
を
以
て
昭
義
の
將
士
を
誘
ひ
内
外
相
應
じ
て
攻
取
す
る
の
策
に
川
で
た
。
此
の
工
作
は
大
歴

十
年
に
至
っ
て
効
果
を
箸
は
し
、
正
月
丁
酉
、
昭
義
乖
兵
馬
使
装
志
清
な
ろ
岩
、
、
王
帥
群
堪
辛
逐
ふ
て
承
胴
に
肺
し
、
機
を

見
た
承
胴
は
更
は
更
に
沌
州
を
攻
取
っ
た
。
朝
廷
で
は
内
臣
魏
知
古
を
派
し
て
そ
の
不
法
を
厳
禁
し
た
る
も
承
胴
は
胆
に
意

と
せ
ず
，
翌
二
月
に
は
術
州
刺
史
藤
雄
に
肺
降
を
糊
め
唯
ぜ
ざ
る
や
刺
客
を
以
て
一
族
葬
屠
り
，
叉
磁
州
を
も
攻
掠
し
て
都

合
相
・
術
。
浦
・
磁
の
四
州
淀
占
領
し
た
。
夫
の
河
陽
三
城
使
常
休
明
が
部
下
剛
兵
に
逐
は
れ
た
の
は
此
の
承
刎
の
昭
義
攻

略
の
最
中
た
る
大
藤
十
年
二
月
の
こ
と
で
あ
る
、
此
の
常
休
明
逐
出
騒
動
の
原
因
に
就
い
て
は
安
治
通
鑑
華
垂
府
紀
弛
同
年

同
月
の
條
に店

・
河
陽
三
城
節
度
使
考
（
二
。
完
〕

Ｉ
河
陽
三
城
鎭
過
使
の
重
要
化
と
隣
藩
と
の
關
係

1
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「

唐
・
河
陽
三
城
節
度
使
考
（
二
．
完
）
．
・
四

河
陽
三
城
使
常
休
明
。
苛
酷
少
恩
。
其
軍
士
防
秋
者
蹄
。
休
明
出
城
労
之
。
防
秋
兵
與
城
内
兵
合
謀
攻
之
。
休
明
奔
東

都
。
軍
士
奉
兵
馬
使
王
惟
恭
鱒
帥
。
犬
掠
数
日
乃
定
。

と
あ
り
、
そ
の
他
の
諸
害
も
右
と
同
じ
く
何
れ
も
罪
浄
一
常
体
明
の
苛
酷
小
恩
に
蹄
し
て
ゐ
る
が
、
筆
考
の
見
解
を
以
て
す
れ

ば
此
は
寧
ろ
円
承
胴
の
河
陽
撹
飢
の
裏
面
工
作
が
最
大
の
原
因
で
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。
此
の
こ
と
は
先
に
述
べ
し
昭
義
の

斐
志
情
誘
惑
や
後
述
す
る
汁
宋
の
李
嬢
暇
煽
動
等
に
見
ら
れ
る
彼
の
手
口
よ
り
推
し
て
容
易
に
推
察
し
得
る
、
而
し
て
承
嗣

が
昭
義
攻
取
に
際
し
て
同
時
に
河
陽
の
撹
乱
を
は
か
っ
た
所
以
は
、
彼
の
相
術
諸
州
攻
略
が
當
然
朝
廷
の
制
答
を
受
く
可
を

淀
以
て
先
づ
官
軍
の
河
北
進
州
の
擦
鮎
た
る
河
陽
を
混
飢
せ
し
め
機
先
を
制
し
て
官
軍
の
川
鼻
冴
挫
か
ん
と
す
る
に
在
つ
た

も
の
ル
ー
解
せ
ら
れ
る
。
魏
沖
討
伐
の
官
軍
が
發
せ
ら
れ
た
の
は
大
歴
十
年
四
月
で
、
そ
の
時
に
は
承
嗣
は
己
に
凹
州
発
收
め

彼
の
目
的
は
略
登
達
せ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
の
河
陽
撹
飢
は
唐
室
に
取
っ
て
は
少
か
ら
ね
打
耀
で
あ
り
、
魏
沖

に
取
っ
て
は
策
戦
正
に
功
を
奏
し
た
も
の
と
云
ふ
可
き
で
あ
る
。

か
く
し
て
凹
州
を
占
領
せ
る
承
胴
も
や
が
て
討
手
の
官
軍
に
取
困
ま
れ
、
河
東
・
成
徳
・
幽
州
・
洲
青
・
准
四
・
永
平
・

沖
宋
・
津
慨
及
び
河
陽
等
の
諸
鎭
と
戦
ひ
、
初
め
は
互
に
勝
敗
あ
り
し
も
魏
椰
の
勢
力
次
節
に
屈
し
，
一
方
官
軍
も
亦
財
政

困
難
と
な
り
た
る
を
以
て
翌
十
一
年
一
一
月
和
議
成
り
、
承
伽
の
罪
は
そ
の
入
朝
を
條
件
に
一
切
赦
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
，
結

局
四
州
の
領
有
は
認
め
ら
れ
た
。
然
し
此
の
戦
に
徳
・
稔
・
源
の
三
州
を
喪
ひ
、
大
暦
七
年
魏
州
を
割
い
て
創
置
せ
る
漉
州

を
合
し
て
都
合
魏
・
博
・
相
・
衞
・
猫
・
貝
・
漣
の
七
州
老
領
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
尚
右
の
中
浦
州
は
徳
宗
の
建
中
三

年
，
澤
慨
に
奪
は
れ
た
爲
六
州
と
な
り
、
此
の
六
州
は
唐
末
迄
魏
博
の
巡
馬
と
し
て
動
か
な
か
っ
た
。

Ｉ
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か
く
河
陽
〃
束
隣
に
位
せ
ゐ
術
。
相
等
の
州
は
昭
義
よ
り
魏
博
ゆ
手
に
移
り
、
從
っ
て
河
陽
は
大
歴
十
年
以
後
と
の
東
隣

に
從
來
の
昭
義
に
代
っ
て
魏
博
節
度
使
を
控
へ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
此
の
魏
博
は
河
朔
三
鎭
中
、
從
っ
て
天
下
全
蒋
鎭
中
最

も
反
店
的
行
動
を
遅
く
し
た
弧
藩
で
あ
っ
た
。
さ
れ
ば
相
・
術
諸
州
の
魏
陣
移
管
と
共
に
河
陽
の
束
境
漸
く
多
事
と
な
つ

一
一
○

Ｊ
ｊ
か

大
暦
十
一
年
二
月
、
そ
の
身
親
し
く
入
朝
す
可
き
約
束
浄
條
件
に
牌
索
ｒ
｜
和
ぞ
詩
へ
る
円
承
胴
は
宵
軍
退
去
す
る
と
見
る

や
、
前
約
を
履
行
せ
ざ
る
の
み
か
、
瓢
に
沖
宋
の
都
朧
候
鍛
魂
維
繊
李
嬬
朧
ぞ
煽
動
し
、
同
年
五
月
そ
の
主
帥
田
祁
玉
の
死

に
乘
じ
て
乱
溌
作
さ
し
め
、
此
を
披
け
て
沖
宋
の
、
韮
帥
に
擁
立
し
、
己
の
羽
魏
と
し
て
共
掩
に
唐
室
に
對
立
せ
し
め
た
。
此

の
飢
に
就
い
て
注
意
せ
ら
れ
る
の
は
賛
治
通
鑑
率
奉
店
紀
型
同
年
三
月
戊
子
の
條
に

河
陽
軍
飢
。
逐
監
軍
似
庭
耐
出
城
。
大
掠
三
日
。
庭
蘭
成
備
而
入
。
誹
飢
者
敷
十
人
乃
定
。

と
あ
っ
て
嬢
唯
の
旗
畢
け
に
先
つ
と
と
二
箇
月
前
に
河
陽
の
軍
兵
が
剛
を
な
し
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
此
の
剛
も
亦
田
承
胴

の
裏
面
工
作
に
曲
り
し
も
の
な
る
可
き
は
彼
の
手
口
よ
り
推
し
て
容
易
に
察
せ
ら
れ
る
。
李
嬢
唯
の
剛
は
准
西
・
永
平
・
洲

青
・
河
陽
等
の
共
力
に
よ
り
同
年
十
月
平
定
す
ろ
を
得
た
が
、
か
か
る
魏
博
の
活
溌
な
る
反
唐
的
活
躍
は
そ
の
策
動
の
砿
而

に
常
れ
ろ
河
陽
の
重
要
性
を
川
へ
る
と
共
に
そ
の
蹴
制
の
胴
難
も
益
盈
加
へ
ら
れ
て
来
た
の
で
あ
る
，
一
世
の
染
雄
川
承
剛

は
大
雁
十
四
年
三
月
に
蕊
じ
た
が
、
そ
の
姪
剛
悦
閂
ら
後
を
伽
ぎ
一
族
を
率
ゐ
て
依
然
反
唐
的
態
度
を
改
め
な
か
っ
た
。
さ

れ
ば
河
陽
の
、
壬
將
に
は
魏
博
の
活
躍
開
始
期
た
る
大
勝
十
年
の
甑
よ
り
魏
榊
の
雌
迫
策
動
に
よ
え
堪
え
得
る
人
物
が
要
求
せ

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
、
大
勝
十
年
よ
り
建
中
二
年
（
即
ち
節
度
使
昇
格
の
年
）
に
至
る
河
陽
の
、
王
帥
を
見
る
に
そ
れ
は
馬

噛
・
《
河
陽
三
城
節
股
仙
考
（
二
・
先
）
託

I



■

．
’
Ｉ

上
述
の
如
く
大
暦
十
年
の
頃
よ
り
活
溌
と
な
れ
る
魏
博
の
反
麿
的
活
動
に
因
っ
て
著
し
く
重
要
性
を
増
大
せ
る
河
陽
三
城

鍾
過
使
は
、
徳
宗
の
建
中
二
年
正
月
に
至
り
遂
に
節
度
使
に
昇
格
せ
ら
れ
、
懐
・
鄭
・
汝
・
峡
・
衞
・
河
陽
三
城
の
五
州
五

縣
を
管
領
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
（
二
章
一
項
参
照
）
此
の
節
度
使
昇
格
も
亦
河
朔
三
鋲
、
特
に
魏
博
節
度
使
の
動
向
に
由

來
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
、
以
下
此
の
鮎
に
就
い
て
老
説
す
る
。

代
宗
に
次
い
で
徳
宗
立
つ
や
帝
は
蒋
熊
抑
雌
を
以
て
施
政
の
根
本
方
針
と
し
、
建
中
元
年
二
月
、
早
く
も
魏
沖
邸
度
使
田

悦
に
命
じ
そ
の
兵
歎
七
寓
中
よ
り
凹
蔑
を
減
ぜ
し
め
ん
と
し
、
魏
博
の
悩
繊
を
買
ふ
と
共
に
天
下
諸
方
鎭
に
一
大
禰
雌
を
典

へ
た
。
命
昆
翌
二
年
砺
月
成
徳
軍
節
度
使
（
所
謂
河
朔
三
鎭
の
一
、
恒
糞
叉
は
施
蕊
節
度
使
の
軍
號
。
治
州
た
る
恒
州
の
外

に
趙
・
深
・
定
・
易
・
魂
・
流
等
の
諾
州
を
領
す
）
李
謎
臣
菟
じ
、
そ
の
子
李
惟
岳
父
の
後
を
襲
い
で
自
ら
節
度
使
た
ら
ん

と
し
そ
の
發
令
卒
請
求
し
來
り
た
る
ぞ
、
徳
宗
は
、
河
朔
三
鈑
抑
雄
の
好
機
な
り
と
し
て
許
さ
ざ
り
し
爲
、
成
徳
も
亦
徳
宗

暦
・
河
陽
三
城
節
度
使
考
（
二
。
完
）
大

燧
・
李
兀
の
雨
人
で
あ
り
、
此
の
雨
者
を
史
傅
に
よ
っ
て
調
在
す
る
に
共
に
唐
代
名
將
の
列
に
入
る
可
き
人
物
で
あ
っ
た
。

殊
に
前
者
は
そ
の
氣
慨
と
職
略
的
手
腕
と
に
於
い
て
常
代
第
一
流
の
人
士
で
あ
り
、
後
者
も
亦
齊
店
圭
尭
一
一
一
妻
凡
傅
に

徳
宗
胴
位
、
授
検
校
太
常
少
卿
飛
御
史
中
丞
・
河
賜
三
城
鎭
過
使
。
撫
野
術
至
。
餐
膜
勝
者
必
先
甲
士
。
云
云
。

と
あ
る
如
く
士
卒
の
綏
撫
に
頗
る
苦
心
し
魏
沖
の
策
動
に
餘
地
な
き
を
期
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
、
要
す
る
に
大
府
十
年
の
函

よ
り
河
暘
の
重
覗
せ
ら
れ
た
の
は
魏
博
の
反
店
的
活
動
に
曲
る
も
の
で
あ
る
。

Ｉ
河
陽
の
節
度
使
昇
格
と
隣
藩
と
の
關
係



を
怨
む
こ
と
と
な
っ
た
。
此
よ
り
先
代
宗
時
代
に
成
徳
の
杢
喪
臣
、
魏
博
の
門
承
胴
、
卒
虚
（
淵
青
の
軍
號
、
洲
・
青
・
密
・

蚕
・
莱
・
派
・
海
・
齊
・
徳
・
様
・
徐
・
郡
・
曹
・
没
・
禿
の
十
五
州
ぞ
伽
す
）
の
李
正
巳
、
変
陽
二
名
山
南
東
道
、
蕊
・

郡
・
均
・
房
・
復
・
部
六
州
浄
一
価
す
）
の
梁
崇
韮
等
相
結
ん
で
、
そ
の
領
土
佃
襲
に
就
い
て
相
互
に
援
助
す
可
費
約
束
を
交

し
て
居
り
、
田
承
嗣
の
曜
後
門
悦
が
自
立
す
る
に
際
し
て
は
成
徳
の
季
喪
伍
の
斡
旋
が
與
っ
て
力
が
あ
っ
た
、
さ
れ
ば
悦
は

此
の
誼
に
報
ず
可
く
惟
僻
の
冊
襲
に
就
い
て
朝
廷
に
斡
旋
と
れ
つ
と
め
顔
ろ
森
力
し
た
。
然
し
徳
宗
は
断
呼
之
彩
抑
へ
た
の

で
、
先
に
杵
内
の
兵
員
減
少
を
命
ぜ
ら
れ
今
叉
そ
の
奏
諦
を
峻
拒
せ
ら
れ
た
悦
は
大
い
に
依
り
、
平
慮
の
李
正
巳
と
共
に
惟

儒
に
叛
を
鋤
め
、
同
年
五
月
、
途
に
蝿
・
正
巳
・
惟
岳
の
聯
合
畢
兵
と
な
っ
た
。
変
陽
の
饗
緊
義
も
此
に
唯
じ
運
河
の
要
衝

た
る
渦
口
・
繭
橋
（
加
橋
と
も
害
す
）
卒
阻
ん
で
東
南
澗
飛
路
ぞ
遮
断
し
た
。
越
え
て
八
月
．
李
派
巳
蕊
じ
そ
の
子
李
納
祉

興
し
そ
の
正
式
任
命
を
奏
請
し
た
が
徳
宗
は
此
を
哨
抑
へ
て
許
さ
な
か
っ
た
。
時
に
准
西
節
度
使
（
常
時
蕊
・
叩
・
光
。

毒
・
安
・
許
。
店
等
を
価
す
、
側
し
此
の
巡
脇
は
吸
袋
鐙
更
あ
り
）
李
希
烈
は
剛
勇
を
以
て
聞
え
、
課
て
勢
力
搬
張
の
野
心
を

抱
い
て
居
た
が
褒
陽
討
伐
の
朝
命
を
受
け
る
や
好
機
利
れ
り
と
し
て
忽
ち
梁
梁
義
の
兵
を
娯
破
し
栄
義
を
追
窮
し
て
之
を
自

殺
せ
し
め
た
。
季
希
烈
は
そ
の
ま
交
通
陽
を
併
さ
ん
と
欲
し
た
が
徳
宗
は
此
を
抑
へ
、
別
に
脊
締
槻
察
使
李
氷
ぞ
移
し
て
変

賜
を
接
收
せ
し
め
た
、
李
希
烈
は
不
湘
で
あ
っ
た
が
李
派
の
手
腕
は
よ
く
希
烈
孝
抑
へ
て
蕊
陽
を
孵
宗
に
硴
保
し
た
。
崇
義

の
滅
亡
に
次
ぎ
平
虚
特
下
の
徐
。
将
等
の
諸
州
も
机
次
い
で
投
降
し
李
納
の
勢
力
大
に
賎
ま
り
、
更
に
翌
三
年
正
月
に
は
李

帷
岳
の
侭
王
武
俊
蔵
ろ
者
，
惟
岳
溌
檎
へ
て
育
堆
に
降
り
、
魏
博
哨
攻
関
取
に
岻
辿
せ
ら
れ
、
此
所
に
諸
叛
鎭
も
略
盈
平
定

惟
岳
の
侭
王
武
俊
蔵
ろ
者
．
“

せ
ら
れ
ん
と
す
る
に
至
っ
た
。

唐
・
河
陽
三
城
節
度
他
考
（
二
・
完
）

仁

七

ｈ
Ｂ
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ｒ



Ｉ

唐
・
河
陽
三
城
蹄
匪
使
老
（
二
。
完
）
八

か
く
徳
宗
の
河
朔
諾
鋲
及
び
此
と
聯
紬
せ
る
諸
兇
鋲
の
征
伐
は
一
時
殆
ん
ど
成
功
に
近
づ
い
た
の
で
あ
る
が
、
此
の
征
伐

の
端
緒
か
底
せ
し
も
の
は
成
徳
地
節
度
使
李
戎
匝
の
蕊
去
で
あ
り
、
而
し
て
そ
の
時
期
は
建
中
二
年
正
月
、
即
ち
河
賜
が
節

度
使
に
昇
桁
せ
ら
れ
し
僻
期
と
正
に
令
致
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
合
致
は
躯
に
遇
然
と
し
〒
《
看
過
す
可
き
で
な
く
徳

宗
が
河
朔
討
伐
の
川
意
と
し
て
竹
取
巡
雌
の
擁
獣
に
し
て
河
朔
叩
（
特
に
魏
椰
）
西
進
防
過
の
要
衝
た
る
河
賜
の
仲
播
を
弧

化
せ
ん
と
す
る
碓
然
た
る
日
的
の
下
に
そ
の
昇
格
彬
行
ひ
、
さ
れ
ば
こ
そ
剛
考
の
時
期
一
致
を
見
た
も
の
と
解
す
可
き
で
あ

る
、
尚
成
徳
飯
討
伐
を
端
紺
と
す
る
交
戦
に
於
い
て
取
急
ぎ
河
陽
を
界
棉
し
て
魏
博
へ
の
術
へ
ぞ
問
め
た
の
は
，
上
述
の

如
く
成
徳
・
魏
沖
間
に
前
代
以
来
の
閃
縁
が
あ
り
、
更
に
安
治
迩
鑑
垂
一
脈
紀
猩
永
泰
九
年
七
月
壬
辰
の
條
に

匙
。
時
成
徳
節
度
使
李
我
臣
・
魏
博
節
度
使
州
承
胴
・
相
術
節
度
使
群
梅
・
臓
瀧
節
度
使
李
懐
仙
、
收
安
史
餘
難
。
各

側擁
勁
卒
磁
寓
治
正
莞
城
。
自
器
文
武
將
亦
禾
供
貢
賦
。
與
山
南
東
這
節
腰
使
梁
崇
義
及
正
巳
奔
嘩
帥
皆
結
爲
仔
如
。
互

相
表
裏
、
朝
廷
専
事
姑
息
。
不
能
復
制
、
雌
名
藩
臣
秘
喋
而
已
。

と
あ
り
、
同
書
華
垂
店
紀
迦
大
府
十
二
年
末
の
條
に

平
服
節
度
使
李
正
巳
先
有
洲
・
青
・
齊
・
海
・
登
・
莱
・
折
・
裕
・
徳
・
様
ｕ
及
李
躯
唯
之
飢
。
諸
道
合
兵
攻
之
。
所

得
之
地
各
爲
己
有
。
正
己
又
得
曹
・
椴
・
徐
。
充
・
祁
五
州
。
因
向
脊
州
徒
治
祁
州
・
使
共
子
前
洲
州
刺
史
納
守
青
州
。

正
巳
用
刑
雌
峻
）
所
在
不
敢
偶
諸
。
然
法
令
齊
一
・
賦
均
而
轆
、
擁
共
十
茂
〕
雄
捺
東
方
Ｊ
郵
務
皆
畏
之
・
是
時
田
承

畑
礁
魏
・
博
・
相
・
術
。
浦
・
貝
・
波
七
州
。
李
戒
ば
識
紅
・
易
・
趙
・
定
・
深
・
蕊
・
漁
七
州
。
各
擁
家
五
繭
。
梁

崇
義
蝶
襄
・
都
・
均
・
房
・
復
・
郵
六
州
。
有
衆
二
笛
Ｊ
祁
典
狭
擁
峪
紙
。
雌
奉
事
朝
廷
而
不
用
其
法
令
。
官
爵
甲
兵

’



後
を
伽
す
、
巡
脇
峻
盈
愛
史
土

成
徳
討
伐
に
際
し
此
等
諸
鎭
、

れ
て
ゐ
た
爲
で
あ
る
。

租
賦
刈
殺
皆
目
専
之
．
上
寛
仁
。
一
鑛
共
所
爲
〕
朝
廷
或
元
一
城
堀
一
兵
Ｊ
鞭
信
怨
言
・
以
爲
猜
威
。
常
爲
之
罷
役
。

而
自
於
境
内
築
蝕
絲
兵
無
虚
日
・
以
延
雌
在
中
閏
名
藩
阪
巾
澄
如
錐
顎
異
城
溺
。

と
あ
る
如
く
代
宗
以
來
魏
博
。
成
徳
・
幽
州
（
河
朔
三
鋲
の
一
、
庵
龍
軍
と
號
す
、
幽
・
莫
・
婚
・
穂
・
平
・
薊
等
十
州
前

後
を
伽
す
、
巡
脇
峻
盈
愛
史
あ
り
）
の
所
謂
河
朔
三
錘
．
平
服
・
饗
賜
等
は
互
に
蟠
結
し
て
反
府
陣
を
張
っ
て
ゐ
た
の
で
、

成
徳
討
伐
に
際
し
此
等
諸
鎭
、
わ
け
て
・
も
魏
博
が
威
徳
に
味
方
し
て
共
同
の
職
陣
為
張
る
可
き
こ
と
が
事
前
よ
り
諜
測
せ
ら

河
陽
⑳
節
度
使
昇
格
桝
時
の
仙
域
は
己
に
術
じ
た
如
く
懐
。
鄭
。
汝
。
峡
・
術
心
五
州
と
河
賜
三
城
の
五
縣
と
で
あ
っ

た
。
但
し
此
の
中
術
州
は
事
庇
上
魏
博
の
仙
土
で
あ
り
、
此
を
測
賜
妙
所
右
名
義
に
移
し
た
の
は
河
陽
を
し
て
自
力
を
以
て

攻
取
せ
し
め
ん
と
の
意
に
川
た
も
の
で
あ
る
が
、
此
は
不
成
功
に
経
り
、
術
州
は
溌
際
に
は
河
陽
の
有
と
は
な
ら
な
か
っ

た
。
（
尤
も
そ
の
守
蛎
が
力
屈
し
て
一
時
鯛
り
降
っ
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
直
ち
に
又
叛
き
去
っ
た
）
又
鄭
州
も
河
陽
の
巡

脇
た
る
こ
と
繩
か
に
旬
日
に
し
て
永
牛
砿
節
度
使
に
移
さ
れ
た
。
柑
時
の
氷
千
節
度
使
は
沖
州
に
治
し
河
南
の
要
地
ぞ
鋲
め

河
朔
軍
の
黄
河
を
越
え
て
滑
州
方
面
に
南
下
す
る
諾
抑
へ
て
ゐ
た
も
の
で
、
此
の
洲
州
に
四
隣
し
て
同
じ
く
、
黄
河
の
南
岸

に
在
る
鄭
州
は
、
そ
の
位
世
よ
り
し
て
、
河
朔
軍
の
西
進
を
川
雌
す
る
河
陽
よ
り
も
そ
の
南
進
に
術
ふ
る
、
氷
半
の
巡
脇
に
置

く
を
順
當
と
し
て
ゐ
た
。
鄭
州
か
、
河
陽
の
巡
脇
た
る
と
と
旬
日
に
し
て
永
半
に
移
さ
唯
た
の
は
右
の
如
き
事
蜻
に
由
る
も

店
・
河
陽
・
ニ
城
勵
度
使
考
（
二
・
先
）
九

Ⅲ
昇
格
常
時
に
於
け
る
河
陽
三
城
節
度
使
の
巡
脇
愛
更
と
隣
近
諸
藩
と
の
關
係

’



暦
・
河
陽
三
礎
節
度
使
考
（
二
。
完
）
一
○

の
と
思
は
れ
る
。

次
に
汝
州
と
映
州
と
の
巡
脇
離
脱
で
あ
る
が
、
此
は
鄭
州
の
場
合
と
梢
糞
異
り
、
主
と
し
て
准
西
の
李
希
烈
の
叛
に
山
來

せ
る
も
の
で
あ
る
。

即
位
後
全
力
を
講
し
て
蕪
旗
の
抑
岻
に
耕
進
せ
る
徳
宗
は
先
述
の
如
く
梁
崇
義
灌
亡
し
、
卒
旗
、
魏
跡
、
成
徳
卒
抑
へ
て

一
時
は
成
功
を
收
め
る
か
に
見
え
た
が
，
帝
は
そ
の
理
想
逵
現
に
念
な
る
除
り
、
征
糀
將
士
の
行
武
に
於
い
て
も
彼
等
が
新

軍
閥
と
し
て
跣
厄
す
る
に
至
ら
ん
と
と
溺
嘘
ｂ
常
に
猜
疑
の
目
浄
向
け
た
露
却
っ
て
武
將
の
反
感
浄
買
ひ
、
幽
州
の
朱
渦
先

づ
叛
い
て
魏
博
に
通
じ
、
次
い
で
成
徳
も
此
に
朧
じ
た
、
一
方
府
朝
は
打
緬
く
征
糀
に
財
政
の
窮
辿
漸
く
甚
し
き
を
加
へ
途

に
借
商
嬢
を
括
し
て
人
民
の
怨
を
賀
ひ
、
術
飛
の
士
氣
麦
へ
形
勢
日
に
悪
化
し
た
。
か
く
て
勢
を
得
た
賊
唯
は
・
細
謀
っ
て

王
と
稚
し
（
附
州
の
朱
渦
は
無
主
、
魏
博
の
曲
悦
は
魏
王
、
成
徳
の
王
武
俊
は
越
王
、
半
虚
の
李
納
は
齊
王
）
各
、
凋
立
を

宝
明
し
た
。
此
の
形
勢
を
観
望
せ
ら
堆
西
の
李
希
烈
は
課
て
抱
け
る
野
心
を
達
成
す
可
き
好
機
到
れ
り
と
な
し
、
自
ら
天
下

都
元
帥
、
建
興
王
と
稲
し
、
河
朔
に
呼
應
し
て
兵
〃
．
畢
け
、
建
中
四
年
四
月
、
汝
州
浄
掠
し
て
東
都
洛
陽
〃
脅
か
し
た
。
此

所
に
於
い
て
徳
宗
は
關
内
の
軍
を
練
掩
關
東
に
移
し
て
賊
に
常
ら
し
め
、
更
に
、
財
政
の
念
を
救
ふ
可
く
同
年
五
月
有
名
な

る
間
架
、
除
伽
銭
を
課
し
、
愈
荏
人
心
を
離
如
せ
し
め
事
態
を
悪
化
せ
し
め
た
。

柵
っ
て
問
題
の
峡
、
汝
剛
州
の
位
慨
を
見
る
に
大
柵
東
都
と
李
希
烈
の
領
土
と
の
中
間
に
位
し
、
雨
州
の
地
域
は
帯
欣
を

以
て
東
都
防
衛
の
外
廊
を
な
し
て
ゐ
る
。
從
っ
て
李
希
烈
の
北
上
に
術
へ
る
鰯
に
は
此
の
方
面
に
睡
力
な
る
兵
剛
冷
配
世
し

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
束
畿
、
汝
州
節
度
使
及
び
映
號
節
度
使
が
設
世
せ
ら
れ
、
陳
、
汝
叩
州
が
河
陽
よ
り
雨
群
に
移
祷
せ
ら

「

I



’

河
陽
節
度
使
は
貞
元
元
年
都
剛
練
使
に
降
さ
れ
、
同
十
二
年
抑
ぴ
節
度
使
に
昇
さ
れ
た
。
此
の
十
二
年
間
の
降
格
と
隣
藩

と
の
關
係
を
考
察
し
て
見
る
。

先
項
に
述
べ
し
如
く
徳
宗
は
燕
鎭
の
抑
岻
を
焦
っ
て
却
っ
て
事
態
を
悪
化
せ
し
め
、
開
架
・
除
師
鑓
耗
課
し
て
人
心
を
失

っ
た
の
で
あ
る
が
、
戦
凱
擴
大
の
結
果
討
伐
順
に
不
足
辛
一
生
じ
賊
軍
川
川
の
蒜
兵
は
も
と
よ
り
吐
蒲
の
防
術
に
當
れ
る
關
内

の
軍
を
も
關
東
に
透
り
、
更
に
鴨
中
・
剣
術
。
枇
南
等
の
諾
藩
に
至
る
迄
桑
天
下
の
兵
葬
動
員
し
、
毎
月
炎
す
所
は
百
三

十
戊
貫
の
宜
纐
に
達
し
た
。
か
く
て
眺
飢
の
刑
需
と
軍
敏
と
は
茶
掩
推
し
く
人
心
〃
極
度
に
勅
棉
せ
し
め
た
。
奥
然
、
建
中

岡
年
十
月
、
關
東
に
赴
く
淫
原
節
度
使
符
下
の
兵
五
千
、
京
師
を
通
過
せ
ん
と
す
る
際
遮
に
剛
溌
作
し
、
朱
批
浄
擁
し
て
長

安
を
占
擴
し
、
徳
宗
は
狼
狽
し
て
奉
天
縣
に
蒙
鵬
し
、
次
い
で
興
元
府
に
落
ち
延
び
た
Ｕ
朱
洲
は
叛
將
朱
渦
（
幽
州
）
の
兄

で
大
府
七
年
十
月
以
來
幽
州
版
龍
軍
節
度
使
と
な
り
、
朝
廷
に
對
し
て
航
ろ
恭
順
、
自
ら
進
ん
で
防
秋
兵
を
率
ゐ
て
關
内
に

駐
し
、
犬
瞬
十
二
年
に
は
朧
右
節
度
使
を
娘
任
し
、
久
し
く
外
地
に
在
る
を
以
て
弟
の
消
発
幽
州
研
後
と
し
て
研
務
を
涯
任

厩
・
河
陽
三
城
節
度
使
考
（
二
。
完
）
二

一
致
し
て
ゐ
る
の
は
上
述
の
如
誉
陳
・
汝
雨
州
の
河
陽
分
離
に
對
す
る
本
稲
の
見
解
の
安
當
な
ヲ
ｏ
を
立
證
す
る
も
の
で
あ

ア
Ｃ
Ｏ

れ
た
の
は
實
に
右
の
如
き
事
情
に
由
る
も
の
と
思
は
れ
ろ
。
東
畿
・
汝
州
節
度
使
及
び
眺
號
節
唆
使
（
初
め
は
都
防
禦
使
）

設
置
の
時
期
が
建
中
四
年
の
初
め
．
即
ち
李
希
烈
が
叛
志
を
明
か
に
し
て
汝
州
を
攻
椋
し
東
都
尭
脅
か
せ
し
時
期
と
正
に

I

Ⅲ
貞
元
元
年
よ
り
十
二
年
に
至
る
河
陽
の
都
凧
練
使
へ
の
降
格
と
隣
藩
と
の
關
係
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１
１

唐
・
河
陽
三
城
鰯
度
使
考
（
二
。
完
）
一
こ

し
専
ら
吐
藤
の
防
衛
に
識
し
て
ゐ
た
の
が
、
潜
り
奴
逆
に
よ
り
建
中
三
年
四
胤
京
師
に
召
還
さ
れ
、
爾
来
誰
恨
蟄
居
し
て
ゐ

た
務
で
あ
る
。
朱
批
は
翌
興
元
元
年
正
月
‘
剛
號
舜
洩
と
排
し
天
呈
と
改
元
し
自
ら
洪
元
天
皇
と
稲
し
た
。
長
安
を
奪
は
れ

た
府
室
は
愈
糞
不
利
の
立
場
と
な
れ
る
を
以
て
叱
な
く
川
悦
・
李
納
。
王
武
俊
等
諾
赦
し
、
長
年
の
戦
に
疲
勢
せ
る
彼
等
も

亦
王
號
浄
撤
し
て
謝
意
為
表
明
し
た
。
然
る
に
棚
け
朱
洞
は
川
紘
を
引
い
て
河
北
を
荒
掠
し
他
く
迄
叛
抗
を
紬
け
、
惟
西
の

李
希
烈
亦
随
所
に
育
耶
ぞ
破
り
勢
に
乗
じ
て
帝
位
に
叩
き
，
閏
號
を
大
楚
．
元
を
武
成
と
號
し
た
。
叉
そ
の
治
所
沖
州
（
常

時
沖
州
に
治
を
撞
い
て
ゐ
た
）
を
大
梁
府
と
改
め
、
価
内
を
川
鎭
に
分
っ
て
節
度
使
を
封
じ
た
。
同
年
二
月
、
朱
州
征
討
に

從
へ
ろ
店
の
病
將
、
河
中
節
度
仙
李
懐
光
、
却
っ
て
米
川
に
通
じ
て
叛
し
、
叛
飢
益
登
搬
大
し
て
何
時
果
つ
可
し
と
も
恩
は

れ
な
か
っ
た
。
然
る
に
同
年
五
月
、
朱
満
河
北
に
敗
れ
、
此
か
賊
軍
敗
滅
の
端
緒
と
な
り
、
次
い
で
朱
枇
も
敗
走
し
て
長
安

の
恢
復
成
り
、
更
に
翌
六
月
に
は
朱
枇
敗
死
し
、
越
え
て
貞
元
元
年
六
月
朱
稻
病
死
し
、
そ
の
後
を
襲
ふ
て
幽
州
旗
瀧
軍

の
蜜
椛
を
握
り
し
劉
泙
は
店
に
蹄
順
し
て
節
度
使
に
任
ぜ
ら
れ
幽
州
哨
亦
平
定
し
た
。
同
年
八
月
に
は
懐
光
も
亦
屈
し
て
自

殺
し
、
賊
の
元
兇
相
次
い
で
篭
れ
た
爲
官
軍
押
ぴ
振
ふ
に
至
っ
た
。
此
川
に
於
い
て
孤
立
に
陥
れ
る
准
四
の
李
希
烈
亦
勢
避

ま
り
、
貞
一
兀
二
年
三
月
病
を
得
、
翌
四
月
そ
の
部
下
陳
仙
奇
に
毒
殺
さ
れ
、
仙
奇
は
店
に
降
っ
て
沈
四
も
亦
平
定
し
た
。
但

し
仙
奇
は
同
年
七
月
賊
の
准
西
兵
馬
使
呉
少
誠
に
殺
さ
れ
、
少
誠
が
代
っ
て
准
西
の
節
度
使
と
な
り
、
店
の
承
認
を
受
け
て

蕊
（
治
州
）
光
、
申
三
州
を
領
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

か
く
て
漸
く
戦
乱
の
経
焔
を
得
た
ら
も
、
自
ら
は
奉
天
、
興
兀
と
縛
交
蒙
塵
す
る
の
変
目
を
見
、
祇
稜
を
一
時
危
殆
に
陥

れ
た
徳
宗
は
、
蹴
後
従
来
の
方
針
を
一
郷
し
、
務
め
て
蕪
鎭
の
意
を
迎
へ
彼
等
の
欲
望
に
對
し
最
大
限
度
の
譲
歩
を
示
し
て

『
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筍
安
や
得
ん
と
す
る
姑
息
的
方
針
を
取
る
に
至
っ
た
。
貞
元
元
年
、
河
陽
を
節
度
よ
り
都
剛
練
に
降
し
た
の
も
か
か
る
徳
宗

の
姑
息
方
針
の
表
れ
と
解
せ
ら
れ
る
。
即
ち
肝
宝
は
此
の
降
格
に
よ
り
河
朔
に
對
し
一
ｉ
｜
何
ら
他
意
無
き
発
示
さ
ん
と
し
た
も

の
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
賓
治
通
鑑
華
垂
庵
紀
辿
大
勝
十
二
年
末
の
條
に
。

鮭
朝
廷
或
完
一
城
坤
一
兵
。
剛
有
怨
言
ｏ
以
霞
猜
疑
ｃ
常
爲
之
罷
役
。
云
云
。

Ⅱ

と
あ
る
如
く
河
朔
三
鎭
等
は
岨
廷
の
軍
政
に
深
く
留
意
し
布
く
も
兵
備
ぞ
弧
化
せ
ん
と
す
れ
ば
忽
ち
我
等
辛
猜
疑
す
る
也
と

怨
ん
だ
の
で
あ
る
か
ら
、
兵
備
弧
化
の
逆
浄
行
く
節
度
使
の
都
側
使
降
格
が
彼
等
に
對
す
る
朝
廷
の
誠
意
〃
一
示
す
ゼ
ス
チ
ュ

ア
た
る
意
味
ぞ
有
っ
て
ゐ
た
こ
と
は
充
分
肯
け
る
の
で
あ
る
。
殊
に
そ
の
降
格
の
蒔
期
が
貞
元
元
年
、
即
ち
三
鎭
歸
順
の
時

と
略
掩
合
致
し
て
ゐ
る
事
庇
奉
思
ひ
合
す
時
益
交
そ
の
然
る
浄
尭
え
る
の
で
あ
る
。

次
に
貞
元
十
二
年
の
節
度
使
へ
の
杯
昇
格
で
あ
る
が
、
此
は
主
と
し
て
派
西
の
励
掃
に
由
來
す
る
も
の
で
あ
る
。

先
に
陳
仙
奇
を
殺
し
て
楽
、
申
、
光
三
州
節
度
使
と
な
れ
る
呉
少
誠
は
そ
の
後
次
蛎
に
勢
力
を
培
養
し
、
費
治
通
鑑
華
垂

暦
紀
訊
貞
元
．
十
三
年
卒
千
一
月
の
條
に

派
西
節
度
使
央
小
誠
抽
州
刀
瀧
入
汝
。
上
遥
中
使
諭
止
之
。
不
從
命
。
云
云
。

と
あ
る
如
く
貞
元
十
三
年
の
頃
に
は
己
に
判
然
と
朝
命
抗
拒
の
態
度
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
此
所
に
於
い
て
河
川
三
鎭
防
術

と
共
に
東
南
浦
蓮
路
確
保
の
使
命
を
も
有
す
る
河
陽
の
兵
備
は
再
び
睡
化
の
必
要
が
炳
感
せ
ら
れ
た
課
で
あ
る
。
河
陽
の
都

剛
練
よ
り
節
度
へ
の
復
肺
は
右
の
如
き
事
怖
に
曲
る
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。

呉
少
誠
は
同
十
五
年
八
月
、
途
に
叛
し
て
四
隣
に
兵
か
出
し
攻
掠
牟
揃
に
す
る
に
至
っ
た
。
此
町
に
至
っ
て
は
姑
息
主
義

唐
・
河
陽
三
坤
．
節
度
使
考
（
二
。
完
）
一
三

1
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河
陽
節
度
使
は
元
和
九
年
八
月
よ
り
同
十
三
年
六
月
に
至
る
迄
汝
州
を
蛎
価
し
、
且
つ
治
所
を
此
所
に
徒
し
て
居
た
。
此

の
汝
州
墹
価
及
び
徒
治
も
亦
主
と
し
て
准
西
節
度
使
と
の
關
係
に
由
る
。

元
和
九
年
閏
七
月
、
准
酉
節
度
使
呉
少
陽
琵
ず
ろ
や
、
そ
の
子
呉
元
濟
は
喪
を
秘
す
る
こ
と
四
十
日
、
自
ら
藩
務
を
領
し

細
て
の
手
筈
を
鑿
へ
て
時
の
皇
帝
懸
宗
に
仙
襲
の
許
可
を
願
出
た
。
豫
て
よ
り
蕪
鎭
の
抑
岻
を
策
し
、
然
も
即
位
以
來
己
に

夏
繩
銀
の
楊
惠
琳
．
西
川
の
劉
間
．
鍾
海
の
李
錆
、
昭
義
の
盧
從
史
等
を
相
次
い
で
平
定
し
大
い
に
蕪
鎭
抑
雌
の
功
を
收
め

つ
つ
あ
っ
た
憲
宗
は
元
濟
の
願
琵
却
け
、
同
年
十
月
討
伐
の
師
を
興
し
た
。
翌
十
年
．
元
濟
は
援
老
平
盧
の
李
師
道
、
成
徳

の
王
承
宗
に
求
め
、
両
者
亦
此
に
應
じ
て
朝
廷
に
收
師
を
狸
諭
し
、
許
さ
れ
ざ
る
や
兵
を
發
し
て
四
隣
を
掠
め
，
特
に
李
師

道
は
盛
に
刺
客
を
放
っ
て
官
倉
を
焚
き
、
東
都
を
撹
乱
し
、
更
に
宰
相
武
元
術
を
暗
殺
す
る
等
、
頻
り
に
後
方
撹
飢
を
企
て
、

唐
・
河
陽
三
城
節
度
使
考
（
二
。
完
）
一
四

の
徳
宗
も
己
を
得
ず
出
兵
し
て
討
伐
を
は
か
っ
た
。
然
し
気
力
な
背
帝
の
川
兵
が
効
を
あ
け
る
筈
も
な
く
、
官
軍
到
る
所
に

敗
綾
し
た
の
で
，
同
十
六
年
冬
十
月
、
奥
少
誠
の
一
切
の
罪
浄
赦
し
て
川
は
ざ
る
こ
と
浄
條
件
に
漸
く
賊
の
鉾
を
收
め
し
め

た
。
此
の
討
伐
戦
に
於
い
て
は
、
餐
冶
邇
鑑
圭
準
府
紀
垂
貞
允
十
六
年
正
月
の
條
に

恒
糞
・
易
定
・
陳
許
・
河
陽
凹
軍
。
與
呉
少
誠
戦
皆
不
利
。
云
云
。

と
あ
る
如
く
河
陽
等
が
中
心
と
な
っ
て
働
い
た
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
此
の
事
庇
よ
り
す
る
も
先
の
都
團
練
よ
り
節
度
へ
の
祖

師
が
泄
西
に
術
へ
る
爲
の
も
の
な
り
し
こ
と
は
容
易
に
首
肯
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

Ｖ
元
和
九
年
よ
り
十
三
年
に
至
る
河
陽
の
汝
州
峨
傾
と
隣
癖
と
の
關
係

‐
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と
あ
る
に
依
っ
て
知
ら
れ
る
。
而
し
て
東
南
浦
迷
路
確
保
の
外
に
河
朔
防
制
山
重
大
使
命
を
帯
び
る
河
陽
車
か
河
賜
の
要
地

唐
・
河
陽
三
城
節
度
仙
考
（
二
。
完
）
一
五

此
が
効
を
奏
し
て
廷
臣
間
の
意
見
も
次
第
に
牧
師
に
伽
き
正
に
目
的
を
逵
せ
ん
と
し
た
が
、
悲
宗
は
頑
と
し
て
討
伐
綾
行
の

方
針
を
堅
持
し
、
成
徳
に
對
し
て
は
魏
柳
・
幽
州
・
振
武
・
義
武
・
枇
海
・
昭
義
・
河
東
等
の
諸
道
を
し
て
包
幽
の
態
勢
を

取
ら
し
め
、
叉
平
嚥
に
對
し
て
も
西
進
防
遇
山
師
を
配
し
、
雨
鎭
匹
對
し
て
は
専
ら
防
勢
的
態
度
を
と
り
つ
つ
只
管
に
准
西

の
討
減
を
は
か
っ
た
。
Ｊ
憲
宗
の
此
の
確
固
不
抜
の
方
針
に
討
伐
顕
の
進
雌
明
漸
く
活
溌
と
な
り
、
翌
十
二
年
九
月
、
討
伐
の

將
李
恕
な
る
者
、
晤
黒
の
夜
を
利
川
し
て
孤
軍
踵
躯
直
ち
に
敵
の
本
搬
祭
州
を
耐
き
、
そ
の
不
意
に
乗
じ
て
元
濟
を
摘
碓
し

た
。
か
く
て
惟
西
の
呉
氏
は
少
誠
が
貞
兀
二
年
此
の
地
を
得
て
よ
り
小
腸
．
元
濟
と
三
世
三
十
三
年
を
以
て
滅
亡
し
た
。

さ
て
河
陽
が
汝
州
を
増
伽
し
且
つ
此
所
に
徒
宿
し
た
の
は
上
逃
せ
る
炎
兀
濟
の
討
伐
に
術
へ
ん
が
爲
で
あ
っ
た
。
即
ち
汝

州
は
先
に
も
一
言
し
た
如
く
惟
西
と
東
都
と
の
中
棚
に
位
し
東
都
防
術
上
の
要
地
と
な
っ
て
ゐ
た
の
で
、
汝
州
を
河
賜
に
隷

せ
し
め
且
つ
河
賜
軍
を
此
財
に
移
し
て
東
都
を
防
術
せ
し
む
る
と
共
に
育
車
進
雌
の
捺
鮎
と
し
た
の
で
あ
る
。
河
陽
車
が
此

所
を
擴
鮎
と
し
て
堆
西
討
伐
に
活
躍
し
た
こ
と
は
、
齊
牌
書
雄
一
烏
亜
胤
傳
に

畦
。
元
和
中
。
神
。
遜
懐
州
刺
史
飛
充
河
陽
三
城
節
度
使
。
命
Ｈ
討
沸
楽
。
川
亜
胤
雌
境
｝
価
荊
汝
州
隷
刈
陽
Ｕ
Ｒ
王
師

Ⅲ

討
准
西
三
年
。
承
胤
典
李
光
顔
崎
角
和
應
。
大
小
戦
以
至
兀
桝
誹
ゞ
云
云
。

と
あ
り
、
賢
治
通
鑑
嘩
年
府
紀
一
煮
邪
昌
二
扉
四
月
の
條
に

黄
州
刺
史
杜
牧
上
李
徳
裕
諜
自
言
。
湾
間
准
四
蛎
輩
車
質
以
三
州
之
衆
四
歳
不
破
之
由
。
綱
。
與
陳
許
、
河
陽
相
排
。

Ⅲ

一
云
一
云
０

1
1
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と
あ
る
如
く
此
の
時
會
を
河
陽
正
面
の
魏
椰
が
跡
順
し
、
從
っ
て
此
所
に
軍
兵
卒
置
く
の
必
要
減
じ
、
寧
ろ
從
來
の
軍
兵
を

撤
し
て
魏
博
の
締
順
に
對
す
る
府
室
の
誠
意
卒
披
瀝
す
ろ
を
得
策
と
し
て
ゐ
た
爲
で
あ
る
。

次
に
元
和
十
三
年
汝
州
を
再
び
河
陽
よ
り
離
し
、
軍
の
治
所
を
も
河
陽
に
還
し
た
の
は
そ
の
前
年
の
九
月
に
頑
弧
な
る
准

西
の
奥
元
濟
が
滅
ん
で
此
の
方
面
が
再
び
靜
寧
に
肺
し
た
の
と
、
悲
宗
の
蕪
鎭
抑
雌
が
漸
く
大
詰
に
近
づ
き
、
平
臓
及
び
河

朔
へ
の
手
入
れ
が
準
備
さ
れ
始
め
た
爲
で
あ
る
。

河
陽
節
度
使
は
會
昌
阿
年
九
月
、
澤
州
を
坤
領
し
た
。
本
州
は
從
來
昭
韮
節
度
使
の
巡
蹄
と
な
っ
て
ゐ
た
も
の
で
、
そ
れ

が
河
陽
Ｄ
巡
鴎
に
移
さ
れ
た
の
は
主
と
し
て
昭
義
抑
雌
の
必
要
に
出
で
た
も
の
で
あ
る
。
尚
河
陽
節
度
使
は
前
年
の
命
昌
三

年
孟
州
を
領
す
る
こ
と
と
な
っ
て
ゐ
る
が
、
孟
州
は
從
來
本
藩
の
所
領
た
り
し
河
陽
縣
以
下
五
縣
を
一
州
と
し
そ
の
州
名
に

附
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
孟
州
領
有
は
そ
の
資
本
蕪
の
領
土
に
些
か
の
蠣
減
哨
蒲
し
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
此
の
靴
に
就
い
て

は
先
に
詳
論
し
て
あ
る
の
で
此
所
に
再
説
す
ろ
を
避
け
、
専
ら
澤
州
蛎
領
と
昭
義
上
の
關
係
の
み
を
老
説
す
る
こ
と
と
す

暦
・
河
陽
三
城
節
度
伽
老
（
二
。
完
）
一
六

茄
拾
て
て
汝
州
に
徒
り
得
た
の
は
、
箕
冶
通
鑑
華
迄
元
和
九
年
Ⅲ
八
月
の
條
に

鮭
。
及
吉
甫
入
根
。
田
弘
疋
以
塊
沖
歸
附
。
古
市
以
爲
。
汝
州
汗
蔽
東
都
。
河
陽
術
兵
木
以
制
魏
沖
。
今
弘
正
肺
順
。

Ⅲ則
河
陽
爲
丙
鎭
。
不
雁
屯
重
兵
以
示
猜
阻
。
辛
酉
。
以
河
陽
節
庭
使
鳥
飛
胤
爲
汝
州
刺
史
充
河
陽
懐
汝
節
度
使
。
徒
理

汝
州
0

Ⅵ
會
昌
四
年
以
後
に
於
け
る
河
陽
の
澤
州
坤
領
と
隣
藩
と
の
關
係

’
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先
に
述
べ
し
如
く
義
昭
軍
は
も
と
相
衞
節
度
使
に
與
へ
ら
れ
た
軍
號
で
あ
る
が
、
初
代
節
度
便
群
涌
の
死
後
そ
の
領
土
は

魏
博
の
侵
す
所
と
な
り
、
縦
か
に
邪
、
磁
二
州
と
な
っ
た
の
で
、
徳
宗
の
建
中
元
年
此
浄
澤
漉
に
合
し
、
昭
義
軍
の
治
所
を

漉
州
に
徒
し
、
爾
來
昭
義
軍
は
澤
淵
節
度
使
の
軍
號
と
な
っ
た
。
深
淵
昭
義
軍
節
度
使
は
合
併
の
翌
蛇
建
中
三
年
魏
博
よ
り

漁
州
を
雍
還
し
、
都
合
、
淵
、
澤
、
邪
、
瀧
．
磁
の
五
州
発
領
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
（
澤
漉
の
領
州
は
厘
糞
愛
更
が
あ
り
そ

の
詳
細
は
悉
し
難
い
が
そ
の
領
土
の
基
幹
を
な
し
た
も
の
は
如
上
の
五
州
で
あ
っ
た
。
）
澤
路
昭
義
軍
は
先
に
も
一
言
し
た

如
く
河
朔
を
側
面
よ
り
控
制
す
可
き
重
要
の
伎
置
を
占
め
、
從
っ
て
唐
朝
も
そ
の
人
選
に
留
意
し
常
に
勤
王
純
忠
型
を
配

し
、
爲
に
時
に
例
外
も
あ
っ
た
が
概
し
て
府
朝
に
忠
順
で
あ
っ
た
。
此
の
こ
と
は
登
治
邇
鑑
嘩
仁
静
昌
二
一
年
四
月
の
條
に
も

自
安
史
南
下
ｏ
不
捲
附
隷
。
建
中
之
後
、
毎
悲
忠
義
。
是
以
郷
公
抱
眞
能
塞
田
悦
（
魏
沌
）
走
朱
活
（
幽
州
）
・
常
以

孤
窮
寒
一
苦
之
軍
。
横
折
河
朔
礪
梁
之
衆
。
以
此
諦
嶮
人
心
忠
赤
。
云
令

と
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ
ろ
、
然
る
に
此
の
光
卸
あ
る
燕
史
も
命
昌
三
年
に
至
っ
て
覆
さ
れ
た
。

元
和
十
五
年
十
月
、
劉
悟
な
る
者
義
成
軍
よ
り
本
銀
に
移
り
、
在
銀
六
年
に
し
て
我
腰
元
年
九
月
苑
ず
ろ
や
、
時
恰
も
河

朔
が
動
揺
の
最
中
に
在
り
し
と
、
悟
の
子
從
諫
が
父
に
勝
る
俊
傑
な
り
し
上
に
よ
り
、
朝
廷
は
一
時
の
便
蹴
に
從
ひ
從
諏
の

世
襲
を
認
め
，
昭
義
の
刑
揺
を
防
ぎ
且
つ
河
朔
に
鴬
ら
し
め
た
。
從
諫
よ
く
昭
義
の
使
命
を
自
蝿
し
初
め
は
忠
義
を
以
て
自

ら
任
じ
て
ゐ
た
が
．
父
の
遺
勢
と
長
年
の
在
任
（
十
九
年
間
）
中
自
ら
布
殖
せ
る
勢
力
と
発
侍
ん
で
漸
く
蛎
悩
と
な
り
、
宣

官
の
趾
厄
に
唐
室
の
雀
し
く
素
飢
せ
ろ
を
見
て
此
を
純
侮
し
、
太
和
七
年
の
頃
よ
り
河
朔
に
倣
っ
て
仙
襲
を
行
は
ん
と
企
て

唐
・
河
陽
三
城
節
度
雌
考
三
。
完
）
一
七

1．

1
h町
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唐
朝
が
安
史
の
乱
以
後
歴
代
藩
鎭
の
跳
厘
に
苦
し
ん
だ
こ
と
は
縄
か
に
東
洋
史
。
初
歩
を
単
ぷ
者
に
も
必
ず
聞
か
さ
れ
る

著
名
の
史
實
で
あ
り
、
そ
の
具
冊
的
例
誇
は
先
章
所
述
の
中
に
も
少
か
ら
ず
見
唾
け
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
此
の
蒋
掘
の
長
年

に
わ
た
る
横
器
趾
厄
、
叛
逆
の
反
覆
は
此
が
統
梨
に
當
ろ
店
朝
を
し
て
此
に
對
雁
す
る
巧
妙
な
る
統
禦
策
を
諏
掩
考
案
せ
し

め
た
。
そ
し
て
此
の
統
禦
策
は
そ
れ
が
頗
る
雌
蕊
で
あ
っ
た
丈
に
凡
ゆ
る
角
度
よ
り
試
み
ら
れ
、
且
つ
長
年
の
苦
し
き
經
験

の
中
に
そ
の
施
行
法
も
次
第
に
巧
妙
と
な
っ
て
行
っ
た
。
此
の
統
禦
策
の
一
と
し
て
演
行
上
困
難
な
り
し
爲
失
敗
も
し
た
が

叉
成
功
を
も
断
し
た
も
の
に
藩
鎭
相
互
間
の
勢
力
均
衡
に
よ
り
一
藩
一
軍
の
叛
逆
防
制
淀
は
か
り
し
方
法
が
あ
っ
た
。
一
藩

撤
の
隣
境
諦
蒲
に
隔
絶
せ
ろ
弧
大
化
は
勢
ひ
そ
の
聴
象
を
招
き
延
い
て
は
叛
逆
と
な
る
の
で
、
府
朝
は
つ
と
め
て
か
か
る
状

勢
の
出
現
ぞ
さ
け
、
從
前
己
に
形
成
せ
ら
れ
た
る
同
欣
勢
に
對
し
て
は
機
命
い
あ
る
毎
に
そ
の
打
破
を
は
か
っ
た
。
而
し
て
此

の
勢
力
均
術
化
政
策
は
主
と
し
て
戸
銀
の
數
鋲
分
制
叉
は
巡
脇
削
減
ぞ
通
じ
て
行
は
れ
た
。
先
づ
分
割
の
例
を
一
二
拾
っ
て

見
よ
う
。

條
に 元
和
十
Ⅲ
年
二
月
、
平
服
飯
節
度
使
李
師
遁
を
謎
せ
し
時
の
韮
叫
後
虚
世
を
見
る
に
、
黄
治
迩
鑑
嘩
一
一
一
府
紀
極
同
年
同
月
の

上
命
楊
於
陵
分
李
師
道
地
Ｊ
於
陵
按
楜
締
。
税
土
地
速
迩
。
計
士
馬
衆
寡
。
枝
倉
庫
脹
樋
。
爲
三
道
使
之
均
適
。
以

祁
。
曹
。
椴
爲
一
道
。
洲
・
青
・
齊
・
登
・
莱
爲
一
道
。
充
。
海
・
派
・
密
爲
一
道
。

店
・
河
陽
三
城
節
度
価
考
へ
二
。
完
）
一
九

四
河
陽
三
城
節
度
使
の
沿
革
を
通
じ
た
見
た
る
唐
朝
の
藩
錘
統
御
策

I
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唐
。
河
陽
三
城
節
庇
使
考
三
。
完
）
二
○

と
あ
る
如
く
そ
の
領
土
士
一
州
を
分
っ
て
三
群
と
し
、
且
つ
三
群
の
勢
力
を
兵
・
財
・
地
勢
等
に
於
い
て
均
適
な
ら
し
め
て

ゐ
る
、
平
廠
は
蕪
測
李
正
巳
が
大
暦
沁
年
就
封
し
て
以
來
完
全
に
凋
立
の
一
勢
力
を
な
し
、
一
時
は
十
五
州
の
廠
土
を
恢
し

て
四
隣
今
ぞ
雌
し
、
四
慨
五
十
四
年
の
間
柵
製
し
來
つ
た
も
の
で
、
そ
の
後
始
末
は
重
大
問
題
と
な
り
遂
に
三
分
せ
ら
れ
た
の

で
あ
る
、
此
の
三
分
に
は
反
對
的
氣
勢
を
示
す
者
も
あ
っ
て
涯
施
上
頗
る
苦
心
し
た
が
、
と
も
か
く
此
れ
に
よ
っ
て
平
噸
の

故
領
に
碑
ぴ
昔
日
の
如
き
柵
立
の
大
勢
力
を
川
現
せ
し
む
ろ
こ
と
雌
き
を
得
、
分
割
の
結
果
隣
境
諸
蕪
と
の
勢
力
均
術
も
保

た
れ
て
妾
史
飢
後
始
め
て
此
の
方
面
の
安
寧
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。
右
は
成
功
の
例
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
失
敗
の
例
を

見
る
。

、
徳
宗
の
建
中
三
年
正
月
．
成
徳
軍
節
度
使
浄
討
平
せ
し
際
、
當
時
の
領
土
恒
・
定
・
易
・
趙
・
深
・
糞
・
論
等
七
州
の
虎

置
ぞ
見
る
に
、
資
冶
邇
鑑
華
暹
店
紀
聿
同
年
二
月
甲
子
の
條
に

以
張
孝
忠
爲
易
・
定
・
漁
三
州
節
度
使
ｃ
王
武
俊
爲
恒
・
蕊
都
剛
練
槻
察
使
。
康
日
知
爲
深
・
趙
都
閣
練
槻
察
使
。

と
あ
る
如
く
此
れ
亦
一
二
鎭
に
分
制
し
て
ゐ
る
。
価
し
右
分
割
は
人
選
を
誤
り
た
る
と
徳
宗
に
大
局
ぞ
識
る
の
明
無
か
り
し
爲

と
に
ょ
つ
子
↑
失
敗
し
、
成
徳
の
降
將
に
し
て
価
翼
都
肌
練
使
と
な
り
し
王
武
俊
の
再
叛
逆
と
な
り
、
成
徳
軍
の
故
地
に
は

値
・
蕊
・
深
・
趙
・
徳
・
椎
等
の
諸
州
を
価
土
と
す
る
弧
力
な
る
成
徳
軍
の
再
生
を
見
、
途
に
唐
末
迄
河
川
三
鎭
中
で
も
特

に
兇
悪
な
柵
立
勢
力
を
維
持
し
続
け
た
。

か
く
亘
鎭
分
割
政
策
は
そ
の
雷
施
上
に
阻
害
が
多
く
失
敗
に
経
る
場
合
も
あ
っ
た
が
、
愈
登
分
割
を
成
就
し
た
暁
に
は
握

大
勢
力
を
完
全
に
抹
消
し
得
る
の
で
屡
盈
釆
用
せ
ら
れ
た
。

１
１
．



以
上
の
如
き
互
鎭
分
割
策
は
平
時
此
老
施
行
せ
ん
と
す
れ
ば
當
然
そ
の
猛
烈
な
る
抵
抗
を
堂
け
却
っ
て
事
態
を
紛
乱
に
導

く
恐
れ
あ
ろ
を
以
て
、
多
く
は
叛
逆
討
平
等
に
際
し
て
行
は
れ
、
從
っ
て
此
の
政
策
行
使
の
機
會
は
極
め
て
乏
し
か
っ
た
。

此
に
對
し
一
部
巡
脇
の
削
減
移
動
は
、
抑
岻
の
効
果
よ
り
云
へ
ぱ
分
割
策
の
如
き
徹
底
を
駅
く
憾
が
作
は
な
い
で
は
無
か
っ

た
が
、
比
較
的
賛
施
に
易
く
、
從
っ
て
此
は
屈
堂
適
用
せ
ら
れ
、
各
蕪
鎭
の
絶
え
ざ
る
盛
衰
及
び
唐
室
に
對
す
る
向
背
の
鍵

遜
に
從
っ
て
適
宜
施
行
せ
ら
れ
た
。
さ
れ
ば
そ
の
例
證
哨
頗
る
多
く
一
堂
枚
畢
に
理
な
く
，
概
し
て
云
へ
ぱ
唐
代
藩
鋲
の
巡

馬
移
動
は
多
か
れ
少
か
れ
總
て
の
場
合
勢
力
均
術
の
意
味
を
有
し
て
ゐ
た
と
云
ふ
も
過
言
に
非
る
賞
状
で
あ
っ
た
。
本
稿
の

主
題
た
る
河
陽
三
城
節
度
使
の
巡
暁
鍵
更
に
於
い
て
も
此
の
勢
力
均
衡
・
巨
鍾
抑
唾
の
意
味
考
酌
取
る
こ
と
が
出
來
る
の
で

あ
る
。
然
し
河
陽
の
巡
蹄
愛
更
と
隣
境
諸
鐡
と
の
勢
力
均
衡
關
係
を
論
究
す
る
に
は
前
以
て
此
の
立
場
か
ら
河
陽
の
位
置
を

河
陽
は
魏
沖
と
東
都
と
の
中
間
に
在
り
、
東
都
を
魏
仲
の
脅
威
よ
り
防
衞
し
併
せ
て
東
南
邇
路
の
安
全
を
確
保
す
可
き
位

世
に
在
る
。
從
っ
て
魏
博
防
禦
及
び
蓮
路
保
全
の
立
場
よ
り
す
れ
ば
河
賜
の
勢
力
は
出
來
る
丈
大
な
る
を
可
と
す
る
。
然
し

河
陽
の
勢
力
が
大
と
な
れ
ば
や
が
て
横
暴
と
な
り
延
い
て
は
河
朔
と
通
じ
鉾
寺
倒
に
し
て
東
都
を
衝
く
に
至
る
恐
が
あ
る
。

從
っ
て
東
都
と
の
關
係
に
於
い
て
は
河
賜
の
勢
力
は
大
な
ら
ざ
る
を
可
と
す
る
，
き
れ
ば
河
陽
の
實
際
勢
力
は
此
の
相
反
す

る
二
條
件
を
調
和
し
そ
の
中
間
的
勢
力
に
決
定
せ
ら
る
可
き
立
場
に
在
っ
た
の
で
あ
る
、
さ
れ
ば
巡
厩
の
鍵
吏
に
よ
る
河
陽

と
隣
境
諸
群
と
の
勢
力
均
術
策
は
右
の
立
場
に
刑
ふ
て
行
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
毒
で
あ
る
。
そ
こ
で
此
の
事
猜
を

念
頭
に
し
つ
つ
以
下
河
陽
の
巡
鵬
愛
更
ぞ
松
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

唐
・
河
陽
三
城
節
股
使
考
（
二
。
完
）
二
一

考
察
し
て
置
く
必
要
が
あ
る
。

’

’
一

日
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
■
■
■
■
■
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二
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｊ
ｌ
■
■

唐
・
河
陽
三
澱
節
度
使
考
〔
二
。
完
）
三
一

先
づ
昇
格
當
初
の
河
陽
の
領
域
と
隣
藩
と
の
勢
力
均
衡
鮒
係
を
見
る
に
、
獣
時
の
価
城
は
懐
・
汝
・
峡
・
河
陽
三
城
の
三

州
及
び
五
縣
（
外
に
術
州
あ
り
し
も
資
際
に
は
領
有
せ
ず
、
叉
鄭
州
あ
り
し
も
僅
か
に
旬
日
に
し
て
永
平
に
移
管
せ
ら
れ
し

を
以
て
し
ば
ら
く
考
察
外
に
お
く
）
・
堂
堂
た
る
雄
鎭
と
云
ふ
可
く
，
當
時
徳
宗
の
抱
け
る
河
朔
討
伐
の
方
針
に
副
ふ
勢
力

を
持
ち
得
た
課
で
あ
る
。
然
し
一
面
よ
り
老
ふ
る
に
懐
州
及
び
河
陽
三
城
は
東
都
の
束
に
在
り
、
汝
・
侠
叩
州
の
地
は
東
都

の
南
を
東
西
に
帯
壯
に
包
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
一
藩
鋲
に
か
く
東
都
の
二
面
老
委
任
せ
る
は
そ
の
防
術
に
危
険
を
伴

ふ
も
の
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
所
が
此
所
に
此
の
懸
念
漣
一
掃
す
る
一
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
此
の
時
河
陽
三
城
節
度
使
に
柿

せ
ら
れ
た
路
伽
恭
が
、
奮
唐
書
諮
一
一
一
の
彼
の
体
に

杜
。
除
兵
部
尚
書
・
東
都
冊
守
、
尋
加
懐
・
鄭
・
汝
・
陳
四
州
・
河
陽
三
城
節
度
使
・
東
都
畿
観
察
使
。
云
云
。

Ⅲ

と
あ
る
如
く
東
都
の
主
帥
と
兼
任
し
て
ゐ
た
こ
と
で
あ
る
、
か
く
河
陽
・
東
都
雨
蒲
の
兵
か
同
一
人
に
率
ゐ
ら
れ
て
居
れ
ば

河
陽
か
東
都
ぞ
奇
か
す
憂
は
殆
ん
ど
な
か
っ
た
課
で
あ
る
、
但
し
彼
は
在
任
歎
筒
月
で
硬
し
、
そ
の
後
任
に
は
節
度
刑
使
の

李
兀
が
榮
韓
し
た
。
而
し
て
李
虻
は
河
陽
専
任
で
あ
っ
た
か
ら
、
河
陽
と
東
都
と
の
關
係
は
再
び
考
慮
せ
ら
る
可
き
も
の
と

な
っ
た
。
然
し
や
が
て
建
中
四
年
の
初
め
汝
・
峡
共
に
河
陽
の
巡
屈
を
去
り
、
此
の
菱
は
取
去
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

次
に
元
和
九
年
の
汝
州
領
有
を
老
ふ
る
に
、
此
は
巳
に
述
べ
し
如
く
堆
西
節
度
使
の
叛
に
よ
っ
て
東
都
に
對
す
る
南
方
よ

り
の
脅
威
が
大
と
な
り
蓮
路
の
泥
せ
ら
る
る
恐
あ
り
し
爲
，
東
都
の
防
衞
、
蓮
路
の
碓
保
を
使
命
に
も
つ
河
陽
を
弧
化
せ
ん

と
し
た
も
の
で
あ
り
、
同
十
三
年
の
罷
領
は
准
西
叛
徒
の
滅
亡
に
よ
っ
て
東
都
南
方
の
脅
威
去
り
蓮
路
も
亦
安
全
と
な
っ
た

の
で
、
河
陽
に
東
都
の
南
面
を
砧
委
任
す
る
の
信
瞼
〃
避
け
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
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1

次
に
昭
義
よ
り
河
陽
へ
の
澤
州
移
管
に
就
い
て
老
ふ
る
に
、
此
は
昭
義
節
度
使
が
從
來
力
溌
専
ら
に
し
て
そ
の
使
命
た
る

河
朔
側
面
捧
制
に
識
し
來
つ
た
傅
統
を
一
郷
し
て
、
會
昌
三
年
逆
に
河
朔
と
通
じ
て
唐
室
に
叛
い
た
結
果
、
今
後
此
の
種
の

事
件
再
發
ぞ
さ
け
る
可
く
昭
義
の
力
を
弱
め
ん
と
し
、
か
く
て
澤
州
の
河
陽
移
管
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
が
河
陽

に
移
さ
れ
た
の
は
河
陽
が
未
だ
嘗
て
叛
府
的
行
動
を
と
り
た
る
こ
と
な
く
よ
く
河
川
の
正
面
防
衞
に
識
刀
し
來
つ
た
の
と
、

河
陽
と
澤
州
と
の
地
理
的
關
係
と
に
よ
っ
た
の
で
あ
る
。

心

以
上
を
要
す
る
に
唐
の
蕪
鐡
統
禦
策
の
一
と
し
て
巡
脇
の
愛
更
に
よ
る
蕪
掘
相
互
間
の
勢
力
均
衡
策
が
行
は
れ
た
が
、
此

の
政
策
は
河
陽
節
度
使
の
沿
革
を
通
じ
て
も
よ
く
看
取
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

本
稿
發
表
直
後
、
呉
廷
愛
氏
の
雁
代
方
鎭
年
表
を
入
手
し
多
大
の
畔
發
を
受
け
た
。
特
に
沖
引
傍
捜
の
同
書
に
よ
っ
て
史

料
上
袖
正
せ
ら
れ
し
職
は
少
く
な
か
っ
た
。
そ
の
三
一
房
此
所
に
追
記
し
て
前
回
の
峡
を
補
っ
て
お
く
。

前
回
に
於
い
て
貞
一
兀
元
年
節
度
使
よ
ｎ
部
開
練
使
に
下
さ
れ
た
河
賜
が
貞
元
士
一
年
拝
び
節
度
使
に
昇
さ
れ
た
こ
と
ぞ
述

べ
や
此
の
昇
格
は
表
に
の
み
見
え
他
書
に
於
い
て
は
未
だ
見
受
け
ら
れ
ず
と
轆
者
の
寡
見
を
記
し
、
仙
し
右
表
の
記
事
は
信

じ
て
誤
り
無
か
ろ
可
し
を
論
じ
て
お
い
た
が
、
呉
廷
愛
氏
は
孟
縣
志
を
引
き
そ
の
中
に
載
せ
ら
れ
た
墓
誌
の
記
事
に
よ
っ
て

都
開
練
使
の
節
陛
使
外
格
が
貞
元
十
二
年
な
る
こ
と
を
碓
證
せ
負
れ
て
ゐ
る
。

次
に
誰
考
は
表
に
河
陽
一
一
琉
節
度
使
は
元
和
土
一
乖
腰
せ
ら
れ
、
二
十
五
年
後
の
命
昌
三
年
に
至
っ
て
復
世
せ
ら
れ
た
と

唐
・
河
陽
三
城
陥
庇
使
考
（
二
。
完
）
一
三
一
・

第
十
四
輯
所
載
「
唐
・
河
陽
三
城
節
度
使
考
」
補
訂

』
ｈ
副
卯

、



』

唐
・
河
陽
三
城
節
度
使
老
（
二
。
完
）
二
四

あ
る
溌
排
し
、
此
の
間
に
於
い
て
吟
河
賜
三
城
節
度
使
は
厳
然
と
し
て
存
し
た
る
を
論
じ
、
そ
の
證
擦
と
し
て
此
の
二
十
五

年
の
間
に
河
陽
三
城
節
度
使
に
任
ぜ
ら
れ
た
る
宥
、
田
布
・
郭
釧
・
陳
楚
・
楊
兀
卿
・
温
造
・
李
泳
・
李
執
方
等
を
列
畢
し

た
が
、
方
鋲
年
表
に
よ
れ
ば
此
の
二
十
五
年
間
の
節
度
仙
氏
名
は
更
に
多
く
、
元
和
十
三
年
の
令
孤
楚
吻
就
任
後
會
呂
三
年

迄
の
節
度
使
と
し
て
魏
義
通
・
田
布
・
郭
釧
・
陳
楚
・
祖
宏
職
・
楊
沁
卿
・
洲
迭
・
諦
洪
・
李
泳
・
李
執
方
・
王
茂
元
等
を

あ
け
、
且
つ
そ
の
就
任
、
離
任
の
時
期
を
明
か
に
し
て
ゐ
る
。

以
上
は
方
鋲
表
に
よ
っ
て
特
に
畔
發
を
受
け
た
苓
例
で
あ
る
、
方
鈑
表
の
詳
細
を
悉
し
た
史
料
も
幸
ひ
本
稿
の
所
論
を
覆

す
如
き
も
の
は
な
か
っ
た
が
、
論
振
袖
強
上
来
る
可
き
も
の
多
糞
あ
る
海
知
り
、
そ
の
二
三
を
紹
介
し
た
次
第
で
あ
る
。
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